
いちごドリルプリント

慣用句(上級)プリント 月 日 名前

問1 音楽を聴いて（　）を紛らわす。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 気 2. 目 3. 足 4. 手

問2 職人が（　）を込めて作った工芸品は素晴らしい。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 目 2. 手 3. 足 4. 頭

問3 「二の舞を演じる」を正しく使っている文はどれですか？
1. 同じミスで二の舞を演じることのな
いよう注意する。

2. 昨日の劇の二の舞を演じるために練
習を重ねた。

3. 二の舞を演じるほど、彼はダンスの
才能があった。

4. 彼は舞台で素晴らしい二の舞を演じ
て喝采を浴びた。

問4 「舌鼓を打つ」の意味はどれですか？
1. 美味しいものを食べて満足する 2. 急いで食事を済ませる 3. 言葉に詰まって言いよどむ 4. 舌を鳴らして不満を表す

問5 給料は上がるが転勤も伴うという、（　）しかゆしの状況だ。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 痛 2. 寂 3. 苦 4. 悲

問6 （　）味噌で恐縮ですが、私の企画は好評でした。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 自家 2. 身内 3. 自分 4. 手前

問7 久しく彼から（　）沙汰がない。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 風 2. 光 3. 音 4. 水

問8 会社が海外にまで事業の（　）を広げている。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 目 2. 手 3. 耳 4. 足

問9 「面目躍如」を正しく使っている文はどれですか？
1. 面目躍如のあまり、彼は周囲の人々
に迷惑をかけた。

2. 大舞台で実力を遺憾なく発揮し、面
目躍如の戦いぶりだ。

3. 彼は面目躍如として、恥ずかしそう
に会場を去った。

4. 今回の失敗で、彼のキャリアは面目
躍如となった。

問10 「天秤にかける」を正しく使っている文はどれですか？
1. 重い荷物を天秤にかけて、運搬の準
備をした。

2. 二つの内定先を天秤にかけて、慎重
に選ぶことにした。

3. 市場で野菜を天秤にかけて、重さを
確認した。

4. 彼は金銭を天秤にかけて、銀行の窓
口で両替した。

問11 「眉をひそめる」を正しく使っている文はどれですか？
1. 眉をひそめて、遠くの景色をじっく
りと眺めた。

2. 眉をひそめるほど、その料理はとて
も辛かった。

3. 彼は眉をひそめて、鏡で自分の顔を
チェックした。

4. 身勝手な振る舞いに、多くの人が眉
をひそめた。

問12 「後ろ髪を引かれる」を正しく使っている文はどれですか？
1. 後ろ髪を引かれるほど、彼女の髪は
長く美しく伸びていた。

2. 美容院で後ろ髪を引かれるように、
強くカットしてもらった。

3. 強風で後ろ髪を引かれるような感覚
があり、歩きにくかった。

4. もっと遊びたかったので、後ろ髪を
引かれる思いで帰宅した。

問13 「首筋が寒い」を正しく使っている文はどれですか？
1. マフラーを忘れてしまったので、首
筋が寒くてたまらない。

2. 夜道で誰かにつけられている気がし
て、首筋が寒くなった。

3. エアコンの風が直接当たって、首筋
が寒いので消してほしい。

4. 薄着で外に出たので、冷たい風に吹
かれて首筋が寒い。

問14 頑なに沈黙を守っていた彼が、ようやく（　）を開いた。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 鼻 2. 目 3. 耳 4. 口

問15 「骨を埋める」を正しく使っている文はどれですか？
1. 庭に骨を埋める場所がないので困っ
ている。

2. この会社に骨を埋める覚悟で全力を
尽くすつもりだ。

3. 骨を埋めるような重労働はもう辞め
たい。

4. 彼は骨を埋めるほど、深く穴を掘り
進めた。

問16 公共の場でのマナー違反に、周囲は（　）をひそめた。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 口 2. 鼻 3. 目 4. 眉

問17 「身の置き所がない」を正しく使っている文はどれですか？
1. みんなに注目されて、身の置き所が
ない。

2. 部屋が散らかっていて身の置き所が
ない。 3. 満員電車で身の置き所がない。

4. 引っ越し先が決まらず身の置き所が
ない。

問18 出世して故郷に（　）を飾るのが夢だ。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 旗 2. 金 3. 錦 4. 花
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
気

「気を紛らわす」の「気」の部分が入ります。 意味は「他のことをして、苦しい気持ちや
退屈な気分をそらすこと」です。

問2 答え 2
手

「手が込む」の「手」の部分が入ります。 意味は「細部まで念入りに作られていて、複雑
である」です。

問3 答え 1
同じミスで二の舞を演じることのないよう注意
する。

「二の舞を演じる」の正しい使い方は「同じミスで二の舞を演じることのないよう注意す
る。」です。 意味は「前任者や他人の失敗と同じ失敗を繰り返す」です。

問4 答え 1
美味しいものを食べて満足する

「舌鼓を打つ」は「美味しいものを食べて満足する」という意味です。

問5 答え 1
痛

「痛しかゆし」の「痛」の部分が入ります。 意味は「どちらとも決めかねて困る状態であ
る」です。

問6 答え 4
手前

「手前味噌」の「手前」の部分が入ります。 意味は「自分で自分のことを褒めること」で
す。

問7 答え 3
音

「音沙汰がない」の「音」の部分が入ります。 意味は「便りや連絡が全くない」です。

問8 答え 2
手

「手を広げる」の「手」の部分が入ります。 意味は「事業や活動の範囲を大きくする」で
す。

問9 答え 2
大舞台で実力を遺憾なく発揮し、面目躍如の戦
いぶりだ。

「面目躍如」の正しい使い方は「大舞台で実力を遺憾なく発揮し、面目躍如の戦いぶり
だ。」です。 意味は「その人らしい活躍をして、評価を高めること」です。

問10 答え 2
二つの内定先を天秤にかけて、慎重に選ぶこと
にした。

「天秤にかける」の正しい使い方は「二つの内定先を天秤にかけて、慎重に選ぶことにし
た。」です。 意味は「二つ以上の事柄を比較して、どちらが良いか検討する」です。

問11 答え 4
身勝手な振る舞いに、多くの人が眉をひそめ
た。

「眉をひそめる」の正しい使い方は「身勝手な振る舞いに、多くの人が眉をひそめた。」で
す。 意味は「不快感や心配事のために顔をしかめる」です。

問12 答え 4
もっと遊びたかったので、後ろ髪を引かれる思
いで帰宅した。

「後ろ髪を引かれる」の正しい使い方は「もっと遊びたかったので、後ろ髪を引かれる思い
で帰宅した。」です。 意味は「心残りで、きっぱりと諦めきれない気持ちになる」です。

問13 答え 2
夜道で誰かにつけられている気がして、首筋が
寒くなった。

「首筋が寒い」の正しい使い方は「夜道で誰かにつけられている気がして、首筋が寒くなっ
た。」です。 意味は「何か悪いことが起こりそうな予感がして、不安や恐怖を感じる」で
す。

問14 答え 4
口

「口を開く」の「口」の部分が入ります。 意味は「今まで黙っていた人が話し始める」で
す。

問15 答え 2
この会社に骨を埋める覚悟で全力を尽くすつも
りだ。

「骨を埋める」の正しい使い方は「この会社に骨を埋める覚悟で全力を尽くすつもりだ。」
です。 意味は「その土地や仕事に一生を捧げる覚悟で定住すること」です。

問16 答え 4
眉

「眉をひそめる」の「眉」の部分が入ります。 意味は「不快感や心配事のために顔をしか
める」です。

問17 答え 1
みんなに注目されて、身の置き所がない。

「身の置き所がない」の正しい使い方は「みんなに注目されて、身の置き所がない。」で
す。 意味は「恥ずかしさや居心地の悪さで困る」です。

問18 答え 3
錦

「錦を飾る」の「錦」の部分が入ります。 意味は「成功して故郷に帰る、または立派な姿
で帰ってくる」です。


